
熊本県立人吉高等学校全日制 部活動に係る活動方針 

令和元年９月１日 

１ 練習日、練習時間 

（１） 練習日・休養日 

ア １週間の練習日は５日以内とする。少なくとも平日（授業日）に１日を休養日とし、土曜

日・日曜日及び祝日（休業日）は少なくとも１日以上を休養日とする。休養日に活動（練

習・練習試合・合宿・遠征・大会など）する場合は、振替休養日を設けることとする。 

  振替休養日については（５）その他（練習日・休養日に関する事項）のアに準ずる。 

イ 定期考査前一週間前からは練習を中止とする。 

ウ 夏季休業中の閉庁日は練習しないこととする。 

エ 長期休業中は学期中に準じた扱いとする。ただし、夏季・冬季の長期休業中においては、 

３日以上の連続した休養日（閉庁日含む）を設ける。 

（２） 練習時間 

  ア 平日は２時間程度、休業日は３時間程度とする。朝練習は禁止とする。 

  イ 練習時間については、大会、練習試合、合宿、遠征等は除くものとする。 

  ウ 下校時間を厳守すること。 

（３） 完全下校時間 

    平日 １９：３０    休業日及び長期休業期間 １９：３０ 

（４） 共通の休養日 

ア 定期試験前後の一定期間 

   １学期中間考査（５月） 

１学期期末考査（６月） 

２学期中間考査（１０月） 

２学期期末考査（１１月） 

学年末考査（２月） 

    イ その他 

       夏季学校閉庁日（８月） 

       高校入試における家庭学習期間（３月） 

（５） その他（練習日・休養日に関する事項） 

ア 高体連、高文連、高野連の主催・共催大会５週間前からは、少なくとも週に１回を休養日と

し、週当たりの練習時間は１６時間を超えないように努める。休養日に活動する場合は、振

替休養日を設けることとする。その際、定期考査前後や長期休業中等（学校閉庁日含む）に

振替えることもできるものとする。 

イ 九州大会・全国大会もこれに準ずる。 

ウ 休養日における校内での自主練習は禁止する。ただし、他団体（学校関係を除く地域スポー

ツクラブなど）の活動においては、保護者の責任の下に参加することができる。 



２ 練習試合、合宿、遠征等 

   練習試合、合宿、遠征等の実施にあたっては、部活動顧問が校長に届けを提出し承認を得る。 

３ 大会への参加 

   大会への参加は、高体連、高文連、高野連の主催・共催大会を原則とする。 

   その他の団体が主催する大会への参加は事前に校長の許可を得る。 

４ その他 

（１） 部活動顧問会議 

年度始め及び学期毎に部活動顧問会議を実施し、共通理解を図る。 

（２） 部費の徴収 

ア 部費等、取扱いについては公費に準ずることとし、適切に管理する。 

イ 決算報告については、校長に提出し、保護者に報告する。 

（３） 活動計画 

部活動顧問は、年間活動計画（前年度３月）並びに毎月の活動計画（前月）を作成し担当に

提出する。 

また、日々の活動状況を把握するとともに、保護者に活動計画・報告を行い、部活動への理

解と協力を得ることができるよう努める。 

（４） 健康管理・事故防止 

校長、部活動顧問は、生徒の心身の健康管理、事故防止に努め、体罰・ハラスメントの根絶

を徹底する。 

（５） 人吉高校全日制部活動規定並びに活動方針の遵守 

教育活動の一環として、文武両道を基本理念とし、安全かつ適切な部活動を遂行する。 

（６） 活動方針の見直し 

年度末に部活動顧問会を実施し、活動方針の検討、場合によっては見直しを行う。 

 

 

本方針は令和２年４月１日より実施する。 

（令和元年９月１日より試行実施を行う） 


